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１１月８日（月）に、本校の３年間にわたる研究成果を発表する、 

町委嘱公開研究会が行われました。山形大学の三浦登志一教授を講師 

としてお迎えし、２年生の国語、４年生の社会、６年生の外国語の授 

業を公開しました。町内外から５０名を超える方の申込みがあり、授 

業後には、「意欲的に追究する単元構成と学習課題の設定」「課題解決 

に迫る協働的な学びの工夫」「次の学びにつながる振り返り」などに 

ついて、熱心に協議いただきました。 

三浦教授からは、子どもが自分の学びを創っていくための単元づくり 

や、より確かな力をつけていくための授業づくりについてのお話がありました。子どもの具体的な姿を示してい

ただき、学びを促進させるための教師の関わりや、子ども同士の関わりについて多くの示唆をいただきました。 

これまでの「教える」教育から、「学びを支える」教育への変革を目指して取り組んできたことを基に、今後、

さらに自律的に学ぶ子を育てるために、研究を進めていきます。 

 

 

 

 

１１月１４日（土）に、読み聞かせサークル「風っ子」さん

と、森の楽器の会「ベルフォレ」さんとのコラボレーションに

よる、「読み聞かせコンサート」を行いました。 

言葉と音楽は、こんなにも親和性があり、一緒になること

でより深く、心に届くのだなあと感じました。手作りの楽器が

奏でる音の優しさや美しさ、楽器の佇まい、演奏する方のまな

ざし･･･子どもたちの心に語りかけるような、しっとりとした

時間でした。 

ベルフォレの泉谷貴彦代表が、「子どもたちの真剣に聴こうとするまなざしに、涙が出てきた」とおっしゃっ

ていました。大堀小学校の子どもたちのよさも改めて感じることができた、うれしいコンサートとなりました。 

 

 

コンサートの日と重ねて、学校運営協議会の企画による「地域写真展」を開催し 

ました。（11/14～22）集まった写真を懐かしそうに見つめる地域の方の姿が多 

く見られました。写真の提供にご協力いただいた皆様、ありがとうございました。 

心に響いた言葉と音楽 ♪第３回 読み聞かせコンサート♪

地域写真展を同時開催 📷



 

 

 

 

 

     

   

 

 

 

 

 

１１月２１日（木）に、６年生は町小学校スポーツ交流会に参加しました。

前回に引き続き、向町小学校との混合チームで、①ソフトバレーボール（パス

を何回つなげるか）、②ボールトローリー（隊列を組んでのボール運び）、③全

員リレー（１００ｍ×９名）の３種目で競い合いました。６月と比べて、他校

の友だちとのコミュニケーションもスムーズに行われ、とても楽しそうに競技に参加していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜１2月の主な予定＞ ※ 下校時刻については、下校時刻表等で確認してください。 
2日（月）冬季バス開始  2日（火）保小交流・4年環境学習  4日（水）昔語りの読み聞かせ  

6日（金）指導主事要請訪問  １０日（火）町内子ども会  

 １３日（金）大掃除  １６日（月）職員会議・大掃除  １８日（水）大掃除   

２３日（月）２学期終業式  ２４日（火）年末年始休業（～１/６）   
 

風っ子の活躍  入賞おめでとうございます！ 
 令和６年度 未来の山形の建設物に関する絵画    最優秀賞 ６年 S・Y 

 令和６年度 ごはん・お米とわたし 図画コンクール  努力賞 ５年 Y・T 

 令和６年度 最上町青少年育成町民会議 

  あったかふれあい絵手紙コンクール 

  最優秀賞 １年 G・J ２年 S・S ４年 I・R ６年 O・H 

   優秀賞 ２年 I・J M・Y ３年 T・S ４年 A・S  ６年 K・S 

   社会および自分をよくするための標語コンクール 

  最優秀賞 １年 M・K ４年 W・K介 ５年 H・R    

   優秀賞 １年 S・R N・R  ３年 T・S ４年 I・R N・R 

         ５年 S・A H・M ６年 K・S 

4年生は、実際に洪水や台風が発生しても安全に避難できるようになる 

ことを目的として、「マイ・タイムライン」作成にチャレンジしています。 

「マイ・タイムライン」とは、大雨などの進行型の災害が発生した際に、 

「いつ」「何をするのか」を、住んでいる地区ごとに整理した避難行動計画 

です。山形県 県土整備部 河川課の方にサポートいただき、「ハザードマッ 

プ」を活用しながら、「この道は通れなくなるよ」「避難所まではかなり遠い」 

「近所のお年寄りに、早めに声をかけよう」などと同じ地域の子ども同士が 

話し合い、オリジナルの避難計画を作成しています。 

最上地区を襲った７月の豪雨災害などもあり、身近なこととして真剣に取り組んでいます。 
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